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1本書は、鳥取県西伯郡南部町 (旧 会見町)天万字下普段寺山に所在する普段寺古墳群に関する調査 (第

1～ 3次調査)の概要報告書である。調査は、島根大学法文学部考古学研究室と鳥取大学地域学部考

古学研究室が合同調査団を組織 して実施 した。第 1次調査 として 2006年 8月 18日 ～ 9月 1日 、第 2

次調査 として 2007年 3月 27日 ～ 4月 2日 に古墳群の測量調査をおこなつた。 さらに、第 3久調査 と

して 2007年 8月 17日 ～ 9月 3日 に墳丘形態、規模の確認 を目的 とした発掘調査をおこなつた。

2本書の編集は、渡辺貞幸監修の下、大橋泰夫・山田康弘・高田健―がおこなつた。遺物・図面整理、執筆・

作図は、鳥取大学・島根大学の教員 とともに、有 田武司、井田 智、福代圭佑、正木伸男 (鳥取大学学
生)、 日中 大、林 田好子 (島根大学学生)が 中心になつておこなつた。執筆分担は本文末尾 に記す。
3本書は、平成 18。 19年度島根大学フィール ド学習教育プログラムおよび平成 19年度法文学部長裁量経

費による成果である。また、報告書の作成に当たつては、鳥取大学平成 19年度教育・研究改善推進費

(学長裁量経費)の一部を充てた。
4調査期間中、下記の方々、機関に大変お世話になった。感謝申し上げる。

潮 晴美、曹洞宗大安寺 (松尾昭倫)、 山下 晃、岡田善治、岡田龍平、岡田昭明、下高瑞哉、佐伯純
也、中原 斉、中森 祥、演 隆造、下江健太、河合章行、坂本嘉和、高橋章二、中川 寧、平川 誠、
加川 崇、田中正俊、松木武彦、魚津知克、東方仁史、梶原義実、会下和弘、花谷 浩、南部町総合
福社センターいこい荘、鳥取大学生活協同組合、南部町教育委員会 (順不同、敬称略)

また、本書の作成に当たつては、米子市教育委員会、東森市良、杉本良巳の各氏から有益な資料提

供、ご教示をいただいた。感謝申し上げる。

5現地調査参加者は以下のとお りである。

第 1次調査 :渡 辺貞幸、大橋泰夫、山田康弘、岡崎白希、志賀明 日香、瀧川裕子、原 浩平、三井 修、
大橋賢太郎、田中 大、林 囲好子、宇積杏奈 (島根大学)、 高 田健一、濱 田真由美、有田武司、川崎
格、西村直子 (鳥 取大学)

第 2次調査 :渡辺貞幸、大橋泰夫、山田康弘、岡崎由希、志賀明 日香、瀧川裕子、原 浩平、三井 修、
田中 大、林 田好子、坪倉宇杏 (島 根大学)、 高 田健一、有田武司、尾上英孝、川崎 格、樋 口剣四
郎、藤 田 学、正木伸男 (鳥 取大学)
第 3次調査 :渡辺貞幸、大橋泰夫、山田康弘、田中 大、林 田好子、坪倉宇杏、森藤徳子 (島根大学)、
高 田健一、有 田武司、尾上英孝、川崎 格、福代圭佑、正木伸男 (鳥取大学)
6標高は東京湾平均海面高度 (TR)を基準 とし、図中方位は座標北 (GN)あ るいは磁北 (MN)を 示
す。なお、座標の数値は平面直角座標系V系 (世界測地系)に よる。
7土色の記載方法は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局監修

/日 本色彩研究所色標監修)2005年版にしたがつた。



序

島根大学の考古学研究室は 1981年に設置され既に多くの調査研究を展開しているが、

2005年 4月 に、鳥取大学にも待ち望まれていた考古学研究室が開設された。同年度早々に、

両者は協力して発掘調査を行 うことで合意し、翌年から伯者西部の普段寺古墳群の調査を

開始した。このような二大学合同の調査団による継続的共同調査は、考古学の調査として

は恐らく全国にもほとんど例のない画期的な企てであろうと自負する。

荒神谷遺跡の発見以来、山陰地方では考古学上の大きな発見・調査が相次ぎ、全国の研究

者や考古学ファンの耳目を答動させてきたが、こうしたなかで、山陰の二国立大学法人の

研究室が団結して地域課題の解明に乗 り出した意義は大きい。

調査はまだ始まつたばかりであり、両大学のスタンフと学生は意気昂く発掘調査に取 り

組んでいる。毎回、地元の方々の厚意溢れるご支援を受けているが、別けても、宿舎を提

供していただいている潮 晴美さん、様々な局面で援助の手を差し伸べられた岡田善治さ

んに、深甚の謝意を表するものである。

2008年 3)弓 25 日

普段寺古墳群調査団

団長  渡 辺 貞 幸

図 1 普段寺古墳群位置図

1-

普段寺古墳群



I調 査 の経 緯 と 目的

既往の調査 と研究史 普段寺古墳群の考古学
的な認識は 1921年 に遡る。農業用溜池の造成

工事に伴つて 2号墳が破壊 され、三角縁珠文
帯四神四獣鏡が出上 したのである。このこと

は、当時鳥取県史蹟名勝天然記念物調査委員

であつた梅原末治に伝えられ、六朝以前の中

国鏡 として報告された (梅原 1924)。 出土状

況の間き取 りによつて埋葬施設は木棺直葬 と

推定されたが、鏡 と近接 して得 られた 「陶質

容器片若千」がいかなるものか言及はない。

また、 1号墳西側 くびれ部から土器棺が出土
しているが、現物は行方不明である。

1952年 に中学生 2名 によつて 1号墳の埋

葬施設が掘削され、三角縁唐草文帯二神三獣

鏡、管玉、鉄剣片等が掘 り出された。佐々本

謙の聞き取 りによると
1)、
中学生は「昭和 27

年 6月 頃」に 「後円部を発掘 して三角縁神獣

鏡を発見した。 2尺位の深 さで鉄剣の破片も
でてきた」とい う。「鏡の上に炭がでた」上に、
「上の色も黒みがかつて変つていたし、石こ

ろがたくさんでた」 とい うから、 2号墳 とは

異なつて木棺 とともに石材を使用する埋葬施

設だつた可能性がある。ただし、現状では墳

頂部周辺にいつさい石材は見 られない。

この証言を受けて、佐々木古代文化研究室

が 1956年 8月 に墳頂部を発掘 した。調査内容
の詳細は不明であるが、当時のメモや写真等

から推測すると、後方部北東隅で土器棺を検

出するとともに、盗掘坑が調査されて既出の

鉄剣に接合する切先片が出土 したようだ。

墳頂部の土器棺は、先の中学生からの聞き

取 りの際、地表下 5 cmほ どの浅い部分にあつ

たため、あらかじめ存在が確認 されていたも

のらしい。副葬品などは存在 しなかつたとい

うが、現場図面は残 されてお らず、出土状態

などの詳細も不明な点が多い。

1号墳出土の三角縁神獣鏡は、佐々本の仲

介によつて、樋 口隆康が資料紹介することに

な り、同型鏡の確認やその歴史的意義が論 じ

られた (樋 日 1953)。 1号墳の同型鏡には、
島根県安来市大成古墳、伝大阪府東大阪市石

切神社古墳、推定大阪府茨木市将軍山古墳出

土鏡の 3面が知 られてお り、 2号墳の同型鏡

には、熊本県宇土市城ノ越古墳出土鏡がある。

三角縁神獣鏡の研究が進展 し、前期古墳の

編年が整備 される中で、山陰における前期古

墳の代表例 として普段寺古墳群が注意される

ようになると、基礎的な情報整理が求められ

たと考えられる。墳丘測量を試みた例 として

は、山陰考古学研究所、岡田龍平、東森市良・

松本哲 らによる成果がある。残念ながらそれ

らが リアルタイムに公刊される機会はす くな

く、調査対象が古墳群全体に及ぶことはなか

つたが、1970年 代末までには前方後円墳では

なく、前方後方墳 との認識に改まつた め。

1号墳を前方後方墳 とす る認識 は定着 し

たが、 2号墳以下については、不明な点が多

すぎる。山陰における古墳の出現やその地域

的展開を論ずる際、常に言及の封象 となる古

墳群であるが、その全体像は第二者に明らか

な形で提示 されたことがないのが現状 と言え

よう。 (高 田)

調査の課題と目的 上述のとお り、普段寺古
墳群は地域の古墳時代史において重要な位置

を占めるにもかかわらず、その実像は詳 しく

検討 されたことがない。既存の測量図が作成

されてから数十年を経ていることから、まず

基礎的な測量図が改めて必要な段階であると

考えられた。そのため、す くなくとも同一尾

根上に連続 して存在する 5基 の古墳群 3)を 図

化することが調査の第 1段階 として求められ

た。後述するとお り、 2次 にわたる測量調査

によつて、 5基の古墳群が立地する地形 と共
に図化することができた。

第 2段階の調査課題 としては、墳丘形態や

規模に関する基礎的な情報収集が挙げられる。

従来から 20数 mの前方後方墳 と見られてい
る 1号墳は、近世の墓地造成によつて前方部
が切断されているため、正確な規模は不明で

ある。方墳 とされる 2号墳についても、必ず
しも方墳 と断定できるわけではない。 2号墳
については、今回報告する調査では実現 しな

かつたが、これ らの課題解決には発掘調査が

必要であり、第 3次調査 として着手 した。
課題解決に向けた調査は始まつたばか り

であるが、基礎的な調査の積み上げが今後も
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必要であろう。 (高 田)



Ⅱ 周辺の地理的 。歴史的環境

普段寺古墳群が所在する地域は、南に中国

山地が連なつてお り、そこから発する日野川

などの河サllに よつて東西に分断されている。

南部町域内では南側には鎌倉山 (7307m)が
あり、そこから法勝寺丘陵性山地沿いに法勝

寺川が北流 し、沖積低地として形成 された法

勝寺平野が広がる。また、東側には越敷山丘

陵性山地沿いに小松谷川が流れてお り、その

流域に小松谷盆地が形成 される (図 2)。

普段寺古墳群は、法勝寺丘陵性山地の一つ

である峰山 (1927m)か ら舌状に北へ伸びる
支丘陵の尾根上に立地する (1)。 その尾根は

水田からの比高が約 10mで、法勝寺平野を望
むことができる。同様に、周辺の古墳も平野

を望む丘陵や尾根上に立地する特徴をもつ。

次に、普段寺古墳群周辺の歴史的環境を理

解するため、古墳時代前期を中心 として弥生

時代から平安時代までの周辺遺跡をみていく。

弥生時代前期には諸木遺跡 (14)、 天王原

遺跡 (28)、 清水谷遺跡 (20)で環濠をもつ集

落が形成される。中期になると青木遺跡 (4)、

浅井土居敷遺跡 (27)、 宮尾遺跡 (16)、 越敷

山遺跡群 (30)な ど多くの集落が営まれるよ

うにな り、山間部にまで居住地域が拡大する。

後期にはさらに台地や丘陵上で居住地域が広

が り、長者原台地では青木遺跡で集落が拡大

するとともに新たに福市遺跡 (3)が形成 さ
れる。同時期の朝金小チヤ遺跡 (32)で は墳
丘墓が築造 される。

古墳時代前期の集落は、弥生時代から引き

続いて断続的に営まれていることが多く、中

でも天万土井前遺跡 (18)は普段寺古墳群か

ら北に約 500mと 近接 してお り、畿内系の庄

内式甕も出上 していることから普段寺 1、 2

簿静■軒 1矩

型 清

祭
注120111

再号舛

ツ

図2 周辺のおもな遺跡分布図
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号墳 との関連が注 目される。

前期の古墳は、一辺 21mの 方墳である日原
6号墳 (2)が最古で、普段寺 1、 2号墳が
これに続 く。他の前期古墳には、石州府 29

号墳 (6)や石州府 119号墳 (5)な ど 10m
ほどの円墳や方墳がある。中期には全長 108m

の前方後円墳で西伯者最大の規模を誇る三崎

殿山古墳 (15)が 、普段寺 1号墳北側の独立

丘陵上に築かれる。峰山を挟んだ小松谷川中

流では、全長 45mの 前方後円墳で画文帯神獣
鏡を出上 した浅井 H号墳 (26)が存在する。
後期になると、長者原台地西側に全長 55mの

後浴山古墳 (12)や全長 53mの 大亀塚古墳
(13)な どの前方後円墳が築造 され始める一

方で、越敷山丘陵性山地には、田住古墳群 (29)、

朝金古墳群 (31)な ど群集墳が形成 される。

古墳時代を通 して、この地域の有力古墳は特

定の丘陵上に集中せず、各地に点在する特徴

をもつ。

奈良・平安時代には、長者原台地の東側に

古代寺院である大寺廃寺(7)や坂中廃寺 (8)、

会見郡行の可能性がある長者屋敷遺跡 (9)

などがみ られ、付近に古代山陰道も推定され

ている。同じ長者原台地に後期の大型古墳を

築造 した有力豪族が、後に寺院を建立する勢

力 となつたと考えられる。

このように、普段寺古墳群周辺の地域は弥

生時代から平安時代にかけて、西伯者地域に

おける重要な拠点であつたと言える。その一

方で、この地域は鳥取県下において前方後円

墳。方墳が集中する地域であるものの、詳細な

調査。研究がほとんどされてお らず、今後の検

討課題は多い。 (田 中・林 田)

Ⅲ 測 量調 査 (第 1・ 2次調 査 )の 成 果

2006年度に 2次にわたる測量調査を実施
した。従来の測量図は、いずれも周辺地形が

十分に図化 されてお らず、墳頂部最高点を基

準にした等高線で表現 されているため、古墳

群の立地や高さが不明であつた。 さらに、 3

号墳以南に存在する小規模古墳は割愛 されて

お り、古墳群全体を見る視点に欠けている。

これ らの点を改善するため、既知の水準点か

ら往復水準測量をおこな うとともに、可能な

限 り古墳群の周辺地形も図化 した (図 3)。 等

高線間隔は 25cm、 原図は 1/100で ある。

古墳群は、尾根上平坦部の幅が約 20mの 北

西に延びる丘陵上に立地 している。標高はお

おむね 51m～ 52mで ある。ため池造成工事に
よつて尾根幅が減 じているが、残存 している

周辺の自然地形から判断 しても、岬状に突出

する細長い丘陵上に立地 していることは間違

いない。このような地形が古墳の規模や築造

方法に大きく影響 していると言えよう。

1号墳は尾根上平坦部の先端に立地 し、前

方部を北西に向ける。後方部東側及び南側で

等高線が直線的であり、標高 5175m、 52.00m

の等高線に屈曲をなす部分が観察できること

から、やはり前方後方墳であると判断できる。

前方部は、近世の墓地造成のために削平さ

れてお り、現状で 10mほ どの長 さしか残存 し
ていないが、墓地の北側一帯に存在する段状

地形が前方部前端を示す可能性が考えられた。

一方、後方部は西側が削 り取 られて急な崖 と

なつているが、東側の墳丘形態はおおむね良

好に保存 されていると考えられた。ただ し墳

頂部は西側に傾斜する斜面 となつていたため、

削平を受けていると予想 される。1956年に調

査 された土器棺出上位置 と思われる場所は窪

み となつて残っている。

2号墳は従来方墳 と考 え られてきたもの

だが、今回の測量調査の結果、確実に方墳 と

すべき根拠は見 られなかつた。 1号墳 との間
に周溝が存在すると考えられ、東西に直線的

に伸びる溝が観察 されるが、それ以外の部分

に直線的な等高線は見られない。む しろ、墳

丘の保存状態が良い東側から南側にかけての

部分は円墳 と考えるにふさわしいあり方を示

す。墳丘は古墳群中最も高く現状で約 5mに
達 し、直径は 22～23m程度になると思われる。
3号墳以南は、一転 して高さlm程度の低
墳丘になる。いずれも削平や盗掘を受けてい

るために墳丘形態は明らかでないが、 3号墳
は東西 15m、 南北 10mほ どの方墳、4号墳は
一辺あるいは直径 10mほ どの方墳ない しは
円墳、5号墳は南北 15m、 東西 10mほ どの方

墳あるいは楕円形墳 と考えられる。いずれも

石材等は見られないから、葺石や貼石等の外

‐4‐

表施設はないと考えられる。 (高 田)
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Ⅳ 発 掘 調 査 (第 3次調 査 )の 概 要

調査区の設定 (図 4)

1号墳に関して、前方部の形状や規模等を

確認するために 5箇所 (第 1～第 5ト レンチ)、

くびれ部の確認のために 1箇所 (第 6ト レン

チ)、 後方部の形状や築造方法、あるいは 2号

墳 との関係を明らかにするために 2箇所 (第
7、 第 8ト レンチ)、 合計 8箇所に トレンチを

設けた。トレンチは基本的に幅 lmと したが、
くびれ部に関しては 3m× 3mの 正方形 とし、
面的に把握することを目指 した。また、墓地

所有者の了解を得て前方部掘削断面の清掃を

おこない、前方部盛土の有無を把握 した。一

部確実な地山面まで掘削をおこなつたので、

これを第 5ト レンチ とした。 (高 田)

第 1ト レンチ

前方部西側の墳端を確認する目的で、長 さ

32m、 幅 lmの トレンチを設定 した。表土を
除去 した段階で調査を終了した。確実な墳丘

面の確認に至つていないため、今後追究する

必要がある。

トレンチの中央部で土器片が 1点出上し

た。これは大きさ9X10 cmで厚 さ約 2 cmの 土

器片で、これまでに見つかつている土器棺 と

関連すると考えられる。 (有 田)

第 2ト レンチ (図 5)

前方部前端 を明 らかにす ることを目的 と

して、長さ 26m、 幅 06～ lmの トレンチを
設定 した。

表土除去後、黄橙色の上層が見られ、当初

この層を墳丘面と考えたが、断ち割 りの結果、

土層が黒く汚れ、 しま りもないことから墳丘

の盛上が流出した流上であると判断 した。

トレンチ南側では表土掘削時か ら大 きな

角操がみられ、葺石が存在する可能性が考え

られた。断ち割 り調査によつて、地山直上に

26× 22 cmほ どの角礫が据えられていること

を確認 した。石の平坦な面を北側に向けて 2

石以上配列 していることから、葺石の基底石

と考えられた。 しかし、石が据えられた面は

水平ではなく、石列の北側 ラインも現状の墳

丘中軸に直交 していない。そのため、現段階

では確実に葺石であると判断できない。なお、

この石列の基底部の標高は 514mである。
石列か ら北側 にかけて階段状に加工 され

た段が検出された。これ らの段は上述の石列

に平行 してお り、これが墳丘の築造に伴つて

加工された段である可能性 も考えられた。 し

かし、石列 と同様に現状の墳丘中軸に直交 し

ないこと、地山直上の上層がかく乱層である

ことから考えると、古墳に伴 うものではない

と考えられる。 (福代)

第 3ト レンチ (図 6)

前方部前端を明らかにするため、前方部北

側斜面に長 さ 49m、 幅 lmの トレンチを設定
した。 この位置に設定 したのは、前方部が後

世の墓地造成によつて削平され不明であるも

のの、北側斜面の標高 518～ 509mに 存在す
る段が前方部前端に関連すると考えたためで

ある。

調査の結果、北側斜面から地山を階段状に

加工 した段 と花 こう岩礫を含み東西 04× 南

北 03mの やや精円形の土坑を検出した。階
段状に加工した段は、地山直上から近世以降

と考えられる灯明皿 1点が出土してお り、近

0    1/500   10m

―
図 4 トレンチ配置図
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52 00m ―

51 50n 一

51 00m 一

50 50m 一

図5 第2ト レンチ (北から)
世以降に造成 された削平面で古墳に伴 うもの

ではない。また、土坑の時期は不明である。

したがつて、本来の前方部前端は確認できて

いない。 (林田)

第 4ト レンチ

前方部西側墳端を明らかにするため、西側

くびれ部よりに長 さ47m、 幅 lmの トレンチ
を設定 した。今回は表土を剥いだだけであり、

前方部西側墳端は確認できなかつた。 (林 田)

第 5ト レンチ (図 7)

前方部 の墳丘構築方法を明 らかにす るた

め、近世以降の墓地造成による前方部掘削断

面の精査をおこなつた。

調査の結果、表上下は花こう岩の風化 した

地山となつてお り、前方部は地山を削 り出し

して整形 していることが明らかとなつた。た

だし、第 2、 6ト レンチでは墳丘の盛上が流

出したとみ られる黄橙色上を確認

してお り、本来前方部には盛上が

存在 した可能性がある。また、花

こう岩礫を含む土坑を墳丘中軸上

及び東墳端付近の 2ヶ所で確認 し

た。前者は、幅 0.7m、 深 さ 0.4m、

後者は幅 0.4m、 深 さ 0.2mの規模

である。現段階では古墳に伴 うも

のか、後世のかく乱によるものか

①表±7 5YR2/2黒 褐色土

0   1/80   1m

②75YR4/2灰褐色土 :径 2～ 5nm程度の小礫を10%程度含む。土師器皿を合む。

③墳丘流±7 5YR6/8橙 色土 :径 5～ 10mm程度の礫を20%程度含む。粘性なし。

地山の風化プロックを含み、しまりなし。

④地山7 5YR4/6褐 色土

⑥地山7 5YR6/6橙 色土

図6 第3ト レンチ平面図・断面図

不明である。 (田 中)

第 6ト レンチ (図 3)

くびれ部の形状を確認するため、3m× 3m
の トレンチを設けた。表土を除去 し、盛土と

考えられる黄橙色上の面を確認 したところで

掘削を止めた (図 8左 )。 黄橙色上層は前方部
～後方部にかけて存在 し、 トレンチ中央部よ
りやや西側の部分において傾斜が変わる。前

方部 と後方部において傾斜変換点を結んだ線

がほぼ直交することから、前方後方墳である

ことを改めて確認 した。

トレンチの東側 と北側でそれぞれ幅 0.5m

の断ち割 り調査をおこなつたところ、くびれ

部の形状に沿 う形で地山をほぼ垂直に加工 し

た段が見 られた (図 8右)。 段は 2段にわたつ

て施 されてお り、上段の平坦面は墳丘盛土か

ら連続 している。下段上面は幅 20～40 cmほ ど

の犬走 り状の平坦面をなす。調査区内で 2段

7~‐
~~~~~‐ ~‐ ― _ヽ___―

0   1/80   1m

53 00n――――

52 50皿 ――――

52 00m――――

①表±10YR3/1黒 褐色土

②地山 (風化花こう岩)10YR8/4浅 黄橙色土

③75YR6/8橙色土 :シルトを基本として径2Hl程度の小礫を5～ 7%程度含む。

径 10 cn程度の花こう岩礫の落ち込みが数点見られる。

④75YR6/6橙色土 :シル トを基本として径2 mH程度の小礫を10%程度含む。

径5～ 10 cll程 度の花こう岩機の落ち込みが数点見られる。

図 7 第 5ト レンチ土層断面図

‐7‐



図8 第 6ト レンチ全景とくびれ部の加工段 (北から)
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目の下端は検出できなかつたが、ピンポール

によつて地山と考えられる面の標高を確認 し

た ところ、50634mで あつた。 これが墳端の

標高を示す とすれば、本来の墳丘裾部が現地

表からlm以 上埋没 しているこ≧になる。墳
丘規模 も現状から大きく修正する必要がある。

ただ し、ここで検出したくびれ部の加工段は

ほば垂直な面であ り、 くびれ部の形状 として

は異質である。近世墓の墓墳や くびれ部に設

けられた未知の埋葬施設である可能性 も考慮

したが、埋上が墳丘流土 と考える土層 と同質

であ り、一連の堆積 と考えうること、ブロッ

ク状の粒子が含まれるなど人為的な堆積 とす

る確実な証ll_■ がないことからすると、 くびれ

部の可能性が高いと考えている。詳細は次回

以降の調査課題 としたい。

なお、 トレンチ内の墳丘流土 と考える層か
ら3点の土師器片が出土 した。   (正 木)

第 フ トレンチ (図 9)

後方部における東側墳端を確認するため、

長さ 67m、 幅 lmの トレンチを設けた。ほぼ
全体に墳丘面 と考える明赤褐色土層を確認 し

たが、墳頂部周辺ではやや土質の異なる橙色

土層が覆つていた。墳頂部には異なる土色の

盛土がおこなわれた可能性がある。

トレンチ北側で幅 05mの 断ち割 り調査を
おこなつたところ、墳丘斜面部では地山に 3

段の加工段があり、その段を埋め戻すように

盛土がおこなわれている様子が観察できた。

各加工段の上面に沿つて地山の花 こう岩ブロ

ックが敷きならされたように堆積 している。

これは下方から地山を崩 しつつ盛上をおこな

つて墳丘を構築 していつた過程が考えられる。

標高 5300mあ た りで地山は平坦に加工され、
墳丘上半部 となる盛上がおこなわれている。

この部分の盛土は、風化によつて著 しく細粒

図9 第フトレンチ墳頂部盛土と地山の加工段 (南東から)
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化 し、赤色化 した土層や炭化物を多く含む土

層が水平に盛 られてお り、墳丘斜面部の盛土

とイま性格が異なる。炭化物を多く含む土層は

墳丘中心部近 くに用い られていることから、

埋葬施設の構築面などに関わる可能性がある。

墳端部 は地山の削 り出 しによつて形成 さ

れ、地山の傾斜変換点を墳端 と判断 した。

なお、遺物は出上 しなかつた。  (正 木)

第 3ト レンチ (図 10)

1号墳後方部の南側墳端、 2号墳の北側墳
端、両古墳の新旧関係・墳丘構築方法を明らか

にするため、 1号墳主軸上で両古墳の間に長
さ 5,9m、 幅 lmの トレンチを設定 し、西側を
06mの幅で断ち割つた。
調査の結果、 1号墳の残存墳丘面に伴 う溝
A(赤 線部)と 2号墳に伴 う溝 B(青 線部)
を確認 した。溝Aは溝 Bの埋上を掘 り込んで
いることか ら、1号墳が 2号墳よりも新 しい。
両溝の埋土は、流上による自然堆積 と考えら

れる。 1号墳墳端は溝 Bの埋土中にあ り、標
高 518mで ある。

墳丘構築方法は、 1号墳側では地山を削 り

出した後に盛土をおこなつていることが判明

した。第 7ト レンチで観察 されたような階段

状の加工段はみ られなかつたが、断ち割 り部

の北端で地山面が水平になる部分を検出 した。

この面の標高は 531mで、第 7ト レンチ上半
部において地山が水平面になる部分の標高 と

ほぼ一致する。また、この平坦面部を覆 う墳

丘盛土層 (図 10の ⑤層)は、第 7ト レンチ上

半部の墳丘盛土層 ≧土質や層厚が良く類似 し

ている。墳丘上半部の盛上方法は、墳丘斜面

部 と異なつて、水平面を作 りながら構築 して

いった と考えられよう。

一方、 2号墳では花こう岩の地山を削 り出
して整形 している。調査 した範囲では盛土と

判断できる土層は確認 していないが、墳丘上

半部は盛土によつて構築 したものと考えられ

る。

なお、この トレンチから遺物は出土 しなか

つた。             (田 中)

匡三]地山

一―-1号墳の墳丘ライン

ーーー 2号墳の墳丘ライン

0  1/80 1m

1号墳周溝埋上

①75YR4/6褐 色シルト:径 lm程度の小1/4を 10%程度含む。粘性あり。
②75YR4/6褐 色シルト:径 2 mm程 度の小礫を10%程度含む。粘性なし。

⑩5YR5/6明赤褐色シルト:径 2 nlm程度の小礫を10%程度含む。粘性あり。

①7/5YR4/6明 褐色シルト:径 2 mm程 度の小礫を5%程度含む。粘性あり。

①5YR4/6赤褐色シルト:径 1～ 2 mm程 度の小換を少量含む。粘性あり。

2号墳周溝埋土

⑩5YR5/6明赤褐色シルト:径 l mm程度の小礫を少量含む。粘性あり。

⑭5YR5/6明赤褐色シルト:径 1～ 2 mm程度の小礫を少量含む。粘性あり。

⑬5YR5/8明赤褐色シルト:径 1～ 2 mm程 度の小礫を10%程度含む。粘性あり。

⑩5YR4/3明赤褐色シルト:径 1～ 3 cn程 度風化花こう岩ブロックを含む。粘性あり。

地山 (2号墳墳丘)

53 50m

53 00m

52 50m

52 00m

51 50n

表土

①75YR2/2黒 褐色土

1号墳墳丘盛土

②10YR5/8黄褐色シルト:径 lm程度の小礫を少量含む。
③75YR6/6明 褐色シルト:径 1～ 24m程度の小礫を少量含む。

④75YR4/6褐 色シルト:径 l mm程度の15%程度少量含む。

⑤75YR5/3明 褐色シルト:径 2 mm程度の小礫を少量含む。

⑥5YR5/8明赤褐色シルト:径 2 mm程度の小礫を10%程度含む。

⑦75YR4/6褐 色シルト:径 1～ 2 mm程 度の小礫を少量含む。

①5YR5/6明赤褐色シルト。

地山風化層

⑨5YR5/8～ 7 5YR5/8明 赤褐色を呈する。

撹乱                                 ⑪10YR6/8明黄褐色の風化花こう岩ベースに10YR4/8赤色粘土が脈状に入る。マンガン

⑩5YR5/8明赤褐色シルト:径 l mn程 度の小礫を5%程度含む。粘性あり。  の国着が岩脈に沿つて見られる。

図 10 第 8ト レンチ平面図・断面図

溝 Bの下端 ライン
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V墳 丘 形 態 の復 元

調査が完了 していない現状で墳丘形態 を

復元することには問題 も多いが、今後の調査

課題 を明確にするため、現段階で判明する墳

丘形態、規模について考えたい。

第 7、 8ト レンチより後方部東側 と南側の

墳端、第 6ト レンチよりくびれ部の墳端 と後

方部が方形であることを確認 した。 したがつ

て、前方後方墳であることが確実 となつた。

確認 できた墳端線 を延長す ることで後方

部東側の規模を知ることができる。そ して、

古墳 中軸線 (Cl―C2を 結ぶライン)で折 り返
す ことで後方部の規模を求めると、後方部は

一辺が東西 154m、 南北 15.2m、 くびれ部幅

1蟄  1摯  1雪  1雪

第3ト レシチ

第6ト レンチ＼■、＼
53m

52m

51m

図 11 境丘

94mと なる (図 11)。

検 出 した くびれ部は 2段 に加 工 されてい

た。少なくとも後方部北側から前方部にかけ

ては、 2段築成 となつていた可能性がある。

今回の調査では前方部前端が確認できな

かつたため、全長は分からない。 しかし、こ

の古墳が丘陵の先端部に立地 し、後方部から

前方部にかけて墳端の標高が低 くなつている

点を考慮すると、前方部前端はくびれ部墳端

よりも低い位置になるはずである。第 3ト レ

ンチの北側にある段状地形の裾を仮に前端 と

すると、前端部の高さとして適当な位置 とな

り、前方部の長さも後方部の規模 とつ り合 う

ものになる。その場合、全長は約 32mと なる。

その解明は今後の課題である。   (福 代)

竜

一
チ
ト
ン

＼ヽ

ト
レ

ト
、、

ト
、
３第

状地形

段状地形

tヽ■本 _=
,フ
イニ' 0 1/250

トレンチ

断面図は高さを2倍に強調
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Ⅵ 出土遺 物

遺物は、土師器 9点 が出土 した (図 12)。

4点 は第 3ト レンチから出上 した近世以降と

考えられる灯明皿で (2)、 古墳に伴わない。

1は、第 1ト レンチから出土 した大形土師

器片である。器壁の厚 さ 22 cmを 測る。法量

や外面の調整法からみて、これまでに出上し

ている土器棺 と関連する可能性が高い。

第 6ト レンチか ら 3点 の上師器片が出土
した。 3は貼付突帯や竹管押圧円形浮文のあ

る小破片である。本来の大きさや器種は不明

であるが、竹管文の押圧方向から考えて、図

のような上下関係になると考えられる。下端

部は破損 しているが、日縁部にごく近い位置

と考えられ、何 らかの土製の蓋 と推測する。

外面はミガキの痕跡が残 り、内面は細かいケ

ズ リが施 される。胎上が精良で、一部に赤色

顔料が付着 していることも考え合わせると、

供献用の精製土器 と考えうる。

4は脚部内面に別作 りの底部を接合 した
土器である。接合部が密着 していないため、

断面から接合方法がよく観察できる。外面と

脚端部には貼付突帯が各 1条あり、突帯間は
ヨコハケが施 される。復元径 24 0 cmを測る。

形状から判断 して、円形あるいは楕円形合子

の可能性がある。

5は第 1次調査時に くびれ部付近で表採
した土器片である。 口縁端面を広 く拡張する

ため、 1次的な口縁の下部に充填粘土を厚 く
貼 り付ける。 さらに端面を覆 う粘土が貼 り付

けてあつたと考えられるが、それは剥離 して

失われている。外面は細かいハケ調整、内面

はナデ と思われる。壺あるいは器台の口縁部

の可能性がある。

6は わずかに湾曲を示す板状の破片で、器

表面が著 しく風化 している。破片の長辺側に

粘土継ぎ目が観察でき、幅 6 clllほ どの粘土板

を積み上げたものと考えられる。土器棺等の

大形土器の破片と思われる。 (高 田)

2

/5

饉 在骸

O       S=1/3      10cm

図 12 出土遺物実測図
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Ⅶ 総 括

これまでの調査成果 と今後の課題 をま と

めておきたい。

2次 にわたる測量調査の結果、 1、 2号墳
を含む 5基の古墳群がその立地 とともに図化
できた。1号墳は前方後方墳 と考えられるが、
2号墳は従来考えられていた方墳ではなく、
径 22～23m程度の円墳 となる可能性 もある。
3～ 5号墳はいずれ も低墳丘の方墳ない

しは円墳 と考えられ、 1、 2号墳 とは大きく
異なるあり方を示す。これ らは築造時期が不

明であるが、第 3次調査の結果 2号墳が 1号

墳に先行することが明らかにな り、単純に丘

陵先端から順次築造 されたと考えることはで

きない。 2号墳よりも先行する古墳時代初頭
以前の墳墓 とい う可能性も念頭に置いて今後

調査にあたる必要もあろう。

発掘調査 として実施 した第 3次調査の成
果は、大きく2点 ある。一つは、後方部の規

模が一辺 152mな い し 154mの前方後方墳で
あると確認できたことである。ただし、第 6

トレンチで検出したくびれ部 と考える地山の

加工段は、類例のない特異な構造である。こ

れが真にくびれ部であるかどうか、さらに確

かめる必要がある。また、第 6ト レンチの認

識に関わつて、前方部前端の位置もさらに北

側に存在する可能性がある。第 2ト レンチの

葺石 とした石列の評価 も含めて、前方部の様

相をより詳細に明らかにする必要がある。

二つ 目は、 1号墳 と2号墳の新古関係が明
らかになつた点である。 2号墳が時期的に先
行する点は、出上 した三角縁神獣鏡の編年に

照らしても矛盾 しない。地域における古墳の

出現過程を考える際に拠るべき重要な事実と

なろう。 さらに、 2号墳の墳丘形態の解明も
果たすべき課題 となる。

調査 によつて古墳 に伴 うと考え られ る土

師器が得 られたことも特筆すべき点である。

これ らの中に時期決定に有効な資料は多くな

いが、かつて出上 した遺物 との関連が考えら

れ、一体的な整理作業が必要なものを含む。

具体的な作業は今後に委ねざるを得ないが、

関係者、機関等の協力を得つつ進めて行きた

註

1)佐々木氏没後、氏が所蔵していた考古資料や調査メ

モ等が遺族によつて米子市に寄贈され、現在整理中で

ある。佐々木謙文庫 1326号『会見町巡歴抄』中にあ

る「普段寺古墳群」と題されたノー トは、氏らがおこ

なつた発掘調査の報告書の車稿 として書かれたもの

だが、「第一号墳の MEMO」 として 2名 の中学生のう

ち 1る から聞き取つた内容が記されている。

2)山 陰考古学研究所作成の測量図は 1999年 発行の『新

修米子市史』第 7巻 に掲載されるまでは未刊行だつた。

岡田龍平氏らによる測量図は、弥生時代中期の木棺墓

群である宮前遺跡の発掘調査報告書 (1979年 刊)に

掲載されたが、挿図の余白に解説もなく掲載されたの

みで、どこまで認知されていたか不明である。しかし、

山陰考古学研究所 1978文 献では、それ以前の文献と

異なつて前方後方墳との認識が示されている。

3)遺跡地図の公式な遺跡名は寺内古墳群であり、 1号

墳のみ普段寺古墳という別称が付される。すでに別称

の方が古墳群の総称 として一般的に用いられている

こと、小字名によつて遺跡名を付す原則に照らしても

「普段寺」が好ましいこと、遺跡地図の古墳番号が発

見順に付され、複数の支群にまたがつて連番が付され

ているため、認識に不便なこと等を勘案し、本書では、

同一尾根上の 7基を普段寺古墳群と呼ぶ。遺跡地図と

の対応は、普段寺 1号墳～ 6号墳までが寺内 001号墳

～006号墳、7号墳は寺内 048号墳である。6号墳は

5号墳からさらに数 10m南 にあり、径 16mの 円墳と

される。 7号墳は規模、墳形ともに不明である。
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